
距離を十分にとる

新型コロナウイルス感染症に関する情報：
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html

熱中症に関する詳しい情報：https://www.wbgt.env.go.jp環境省 厚生労働省

高齢者、子ども、障害者の方々は、熱中症になりやすいので十分に注意しましょう。３密（密集、
密接、密閉）を避けつつ、周囲の方からも積極的な声かけをお願いします。

熱中症予防行動 環 境 省
厚生労働省

「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイント
新型コロナウイルスの出現に伴い、感染防止の３つの基本である①身体的距離の確保、②マ

スクの着用、③手洗いや、「３密（密集、密接、密閉）」を避ける等の「新しい生活様式」が求
められています。このような「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイントは以下の
とおりです。

・エアコンを利用する等、部屋の温度を調整
・感染症予防のため、換気扇や窓開放によっ
て換気を確保しつつ、エアコンの温度設定
をこまめに調整
・暑い日や時間帯は無理を
しない
・涼しい服装にする
・急に暑くなった日等は特
に注意する

・のどが渇く前に水分補給
・１日あたり 1.2 リットルを目
安に
・大量に汗をかいた時は塩分も
忘れずに

１ 暑さを避けましょう ３ こまめに水分補給しましょう

・日頃から体温測定、健康チェ
ック
・体調が悪いと感じた時は、無
理せず自宅で静養

４ 日頃から健康管理をしましょう

・暑くなり始めの時期から適度
に運動を
・水分補給は忘れずに、無理の
ない範囲で
・「やや暑い環境」で「ややき
つい」と感じる強度で毎日
30分程度

５ 暑さに備えた体作りをしましょう

・気温・湿度の高い中でのマスク着用は要注
意
・屋外で人と十分な距離（２メートル以上）
を確保できる場合には、マスクをはずす
・マスクを着用している時は、負荷のかかる
作業や運動を避け、周囲の人との距離を十
分にとった上で、適宜マスクをはずして休
憩を

２ 適宜マスクをはずしましょう

「地下の研究現場から」第1回－幌延深地層研究センター
　私たちの行っている研究について、広くご理解いただくために幌延町広報誌「ほろのべの窓」の
紙面をお借りして町民の皆様をはじめ、ご愛読者様に研究内容についてご紹介させていただきます。

お問い合わせ先：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構幌延深地層研究センター
電話・告知端末機：5-2022  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/

　　ゆめ地創館：電話・告知端末機：5-2772  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/yumechisoukan/index.html

　幌延町トナカイ観光牧場の隣にある幌延深地層研究センターの所長の山口です。今回、「ほろのべ
の窓」に私たちが行っている様々な研究を紹介させて頂くことになりました。第1回目は、当セン
ターの概要を紹介します。

当センターでは、平成13年から原子力発電で発生する廃棄物を処分するときに利用する技術の研
究開発を行っています。当センターの敷地内に、東京タワー（てっぺんまでの高さ333m）がすっぽ
り入る地下350mまでの穴を掘って、地下深くにトンネルを掘り進める方法や地下の岩石や地下水を
調べる方法、廃棄物を埋める方法などの研究を行っています。
　当センターには、令和2年6月時点で約80人の従業員がおり、元町、宮園町や名林公園の近くの
寮や社宅で生活していますので、町の行事や同好会などにも、お気軽にお誘い頂ければと思います。
　次号の「ほろのべの窓」から、当センターの研究について順番に分かりやすく紹介します。
　当センターは、地下深くまで入ることのできる日本では珍しい貴重な施設です。新型コロナウイ
ルス対策「新北海道スタイル」に対応した準備をして、皆様のお越しをお待ちしています。

幌延深地層研究センターの所在地は、ゆめ地創館
のタワーが目印になります。

ゆめ地創館のタワー展望階（地上45m）からは、地下
施設の地上部分を一望できます。

毎年、国際交流施設で行っている地域の皆様方へ
の研究計画説明会や成果報告会でのあいさつ。

冬の空気が澄んだ日には、遠く利尻富士の山頂を見る
ことができます。

　国立研究開発法人日本原子力研究開発機構の幌延深地層研究センターの研究や取組につい
て広く知ってもらうことを目的に、幌延深地層研究センターで行われる研究開発などに関する
紹介記事を広報誌７月号から連載します。

【幌延町から】

幌延深地層研究センター 幌延深地層研究センターの地下施設

幌延深地層研究センターの山口所長

タワーの展望階から見た利尻富士

ほろのべの窓　2020. ７月号


